
第第 1100 回回  
  

錦錦秀秀会会    

医医療療・・福福祉祉フフォォーーララムム

平成２３年１１月１２日（土） 

9：30～ 阪和記念会館講堂 

懇親会 17：00～ 

        い の ち 
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フォーラム当日のご案内 
参加者の皆様へ 
受付は当日９時から記念会館にて行います。所属、氏名を係にお伝え頂き抄録集をお受け取り下さ

い。また、プログラムは事前に送付させて頂いておりますが、必要な方はお申し出下さい。原則とし

て参加者は事前登録された方のみとなりますが、代理等、急遽参加者に変更があります場合はその旨

お申し出下さい。 
 
発表者・補助者の皆様へ 
発表時間は７分以内、質疑応答は３分です。順番に次演者席にて待機して下さい。PC につきまし
ては、トラブルなきように事前のチェックをお願い致します。事前練習時、当日使用する PCをご持
参下さい。スライドのセット・操作は各自でお願い致します。ご不明な点は担当の係の者にお尋ね下

さい。事前練習、その他の詳細につきましては、追って下記の事務局より個別に連絡させて頂きます。

優秀演題につきましては、懇親会の場で表彰をさせて頂きますので、必ずご出席下さい。 
また、全演題の発表記録集をフォーラム終了後に発刊する予定です。A４版 2枚程度の発表記録の
原稿(FDか CD-ROM)の提出を事務局までお願い致します。 
 
座長へのお願い 
各発表（一般演題７分、特別講演２０分）、質疑（各３分）の時間を厳守していただくようお願い

致します。活発な討論になるよう積極的な司会をお願い致します。一般演題につきましては、各セッ

ションの終了後、総括（まとめ）のコメントを３分程度でお願い致します。 
 
選考委員の皆様へ 
採点表を受付にてお渡し致します。一般演題につきまして、内容 4点・スライドの使い方 3点・発
表方法 3点の 10点満点と致します。発表方法の評価には時間厳守も含みます。採点表は特別講演前
に回収させて頂きます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

閉会後、直ちに懇親会の設営に取り掛かります。椅子の片付け､ 

 

 
 
 

 
 

 

テーブルの搬入など、参加者全員でご協力のほどお願い致します。 

～ フォーラムに関するご質問は各事務局までお願いします ～ 

演題・抄録・事前練習等  医務局 薬剤部  安達 （内線 775-196）  

出欠確認           医務局 検査部  新本 （内線 773-8826）      

阪和記念病院 事務部  鈴木 （内線 773-8840） 

発表記録集          グループ総本部 理学療法局 上田 （内線 774-6016）         



第２部         司会、進行：守口 篤  （医務局 診療部、学術部 部長） 
（阪和第二泉北病院 院長） 

                          田内 みどり（医務局 医療社会福祉部 部長） 
 

一般演題 C（13:45－14:40）： 座長 福田 悦子 （医務局 看護部、看護・介護技術部 部長） 
                 服部 幸次郎（医務局 放射線部 部長） 
 
（１０）「臨地実習記録改善取りくみの経過」～准看護師の役割をふまえて記録方法を考える～ 
     准看護学院 教務 
      〇岡田歌奈子、今井幸子、中川真希、石田恵美子、山下万由子、池端朋子、根本美樹、井上敏子 

（１１）療養型医療施設における褥瘡減少に対する取り組み ～9年間の振り返り～ 
     阪和第二泉北病院 看護部 褥瘡防止対策委員会 
      ○城山由希子、田代祐子、山本利江子 

（１２）やさしく生命をまもる看護師へ ～金のたまごに私たちができること～ 
     高等看護学院 教務 
      〇下野かおり、坂田有季子 

（１３）その人らしい最期を ～看護師の立場から～ 
     阪和第二泉北病院 看護部 緩和ケア病棟 
      〇萬代めぐみ、國友由佳、直原由美、宮崎巳美、山田博生、尾崎公俊、三瀬博之、楠洋子 

（１４）マンモグラフィによる乳がん検診 ～乳がん検診を受けましょう!!～ 
     阪和第一泉北病院 放射線部 
      〇森本晃司 

総括：座長 
 
 
一般演題 D（15:00－15:45）： 座長 大西 英周 （新いずみ病院 院長） 
                 黄川田 和美（神出病院 看護部長） 
 
（１５）そっと寄り添い ぎゅっと抱きしめ もっとあなたの心に 近づきたい 
    ～パーソン・センタード・ケアに取り組んで～ 
     阪和第一泉北病院 グループホーム清泉 
      〇川畑洋子、見川佳代子、笠井美和、本田充弘、橘圭子 

（１６）「病棟新聞」が呼び戻した、患者に対する家族の関心 
     阪本病院 看護部 
      〇黒田有加里 

（１７）ひきこもり患者への心理的アプローチ 心理的距離の安定と受容することの大切さ 
     神出病院 看護部 A４病棟 
      〇和田悦子、三井智香子 

（１８）A氏からチームが学んだこと 
     新いずみ病院 看護部 精神科閉鎖病棟 
      〇堀雄臣、山林明子、大山明寛 

                  総括：座長 
 

特別講演 2 （15:45－16:10）：座長 東森 浩一（阪和第一泉北病院 院長） 
「健やかな長寿をめざして ― 超高齢社会と老年医学 ― 」 
荻原 俊男 先生 （大阪大学 名誉教授、医療法人錦秀会 医務局 顧問） 

 
 
審査委員長：桂田 俊武（阪本病院 院長） 
審査委員：井上 敏子（准看護学院 副学院長）、医務局員        
 
閉会の辞：渡邉 建彦（本部 医務局 局長） 
 

懇 親 会 17：00 ～ 
司会：安達 千賀子（医務局 薬剤部 部長） 

               玉登 まき （医務局 薬剤部 部長） 
 
乾 杯：江部 高廣（阪和第一泉北病院 名誉院長）  

休憩 20分 

審査結果発表：湯口 貴導（阪和記念病院 院長）、桂田 俊武（阪本病院 院長）       
表  彰  式：記念品贈呈（全演者）、優秀演題表彰 



 

第 10回 「錦秀会 医療・福祉フォーラム」 
平成23年１１月１２日（土） 9：30 ～ 阪和記念会館講堂 

 
開会の辞：籔本 雅巳（錦秀会グループ 最高経営責任者） 
第１部               司会、進行：宗田 滋夫 （難波福祉会 雅秀苑 施設長） 
                               渡辺 以久子（医務局 栄養部 局長） 

 
一般演題 A（9:40－10:35）： 座長 栁 宏司 （医務局 リハビリテーション部 部長） 
                 山﨑 文策（錦秀苑 リハビリテーション部） 

 
（１）人工関節置換術後患者の体幹機能 ～理学療法士の技術向上への取り組み 
    阪和第二泉北病院 阪和人工関節センター リハビリテーション部 
     〇古川さくら、杉山正幸、木上秀幸、水上悟志 

（２）「優しい関わりを」 ～安全・安楽な姿勢への取り組み～ 
    阪和第二病院 看護部（介護福祉士） 
     ○村上恵美、笹美佐子、松尾春香、堀田めぐみ、米山和香菜、南篠陽子 

（３）乗車で GO！ ～離床機会増加による変化・改善点～ 
    阪和第二住吉病院 リハビリテーション部・看護部 
     〇坂本秀樹、坂井沙希、古川旭、竹本裕樹、加納沙野佳、中谷真弓、下橋伸行、小郷ゆき子、 
       川田愛、荒川愛美、前田みどり 
（４）ある頚髄損傷患者に適したナースコールの製作 
    阪和記念病院 臨床工学部  
     〇松井克将、松井智博 

（５）入浴サービスの改善に向けた取り組み ～目指せ！！入浴を通所リハビリテーションの顔に～ 
    阪和第一泉北病院 通所リハビリテーション 
     〇辻林律子、西川洋子、秦ルミ、本元真弓、木矢千恵子 

                  総括：座長 

              休憩 20分 

一般演題 B（10:55－11:40）： 座長 太田 富美子（難波福祉会 雅秀苑 看護部長） 
                 三原 豊子  （訪問看護ステーション 所長） 
 
（６）地震発生！！ ～その時どうする人工透析室～ 
    阪和記念病院 看護部 人工透析室 
     〇村上仁美、中野和美、勝間真奈美、出水まさよ、平岡翔子、北田美由季 

（７）「身体拘束廃止に向けての取り組み」 
    阪和第一泉北病院 身体拘束廃止推進委員会 
     〇高橋未和子、長谷川香、門田佳奈、河本智子、川端由美 

（８）火を見たらあなたはどうする ～患者を守るために～ 
    阪和住吉総合病院 手術室 
     〇太田侑華、馬込夏奈、山下多恵 

（９）コミュニケーション障害を有する高齢女性患者に対するトイレ排泄にむけたチームアプローチ 
～危険行為は『何故』繰り返されたのか～ 

    阪和第二泉北病院 リハビリテーション部・C5病棟 
     〇和田晃佳、鹿島千恵、福田輝路、萩原百合子、青木邦子、宮路千鶴 

総括：座長 
 
特別講演１（11:40－12:05）： 座長 籔本 雅巳（錦秀会グループ 最高経営責任者） 

「景気と医療費の行方」 
木村 義雄 先生 （元厚生労働副大臣） 
 

審査委員長：湯口 貴導（阪和記念病院 院長）  
審査委員：上原 麻利（高等看護学院 副学院長）、医務局員 
 

昼休憩 


